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b. ECTEOLA cellulose column chromatography-Anseth A.の方法により， column size は 7cmx
1 cm. stepwise に O.02M HCl 溶液， O.2MCl-溶液， O.3MCト溶液， 2MCl-溶液にて溶出し，第 4 の分
画のみを Sephadex G25 colunm にかけて脱塩した。ただし人角膜の場合は材料が非常に微量である
ので行なわなかった。家兎角膜の場合は左右二枚をもちいた口
c. glucosamine galactosamine の分離定量上記各分阿を加水分解後 2 分し，一方はそのま〉全
hexosamine 量を Elson-Morgan 法に酷酸エチノレで抽出する操作を加えた方法にて測定し，他方にはオ
リエンタ Jレ生酵母:を作用させ， glucosamine を消失させ galactosamineのみを同じ方法で測定した口
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3 )定量法の検討-glucosamine， galactosamine の分離には従来より Dowex・50 イオン交換カラムに
よる)j法が主に用いられているが，これは非常に時間と子聞がかかる。そこでオリエンタノレ生酵母を








正常人角膜 4 例の平均値は乾燥角膜重量 100 mg につき glucosamine は 10.2μmoles， galactosamine 
は 4.8μmoles であった。
軽度潤濁角膜10例と強度潤濁角膜23例について比較すると，調濁の程度の強いほど多糖類の減少の
仕方も大きかった口このさい galactosamine (Chondroitinsulfate) よりも glucosamine (Keratosulfate) の
方が減少の程度が強かった。調濁を起した原因疾患については，円錐角膜 4 例では減少は少なく，角
膜実質炎 4 例では glucosamine， galactosamine ともに減少し，乳幼児期の全身疾患によって潤濁をき
たしたもの，および細菌感染によって潤濁をきたしたものでは， glucosamine に著明な減少を認めた。
2 )プレドニソロンの家兎角膜多糖類におよぼす影響について
全 hexosamine 量については，正常家兎 6 例の平均値が乾燥角膜重量 100 mg につき 4.81μmoles
であり，プレドニソロン投与家兎 (5 mg/Kg を隔日に 7 回筋注)では 4.17μmoles で幾分減少の傾向
はあったが大差はなかった。しかし ECTEOLA column chromatography の各分固については変化が




1 ) glucosamine, galactosamine の分離に酵母をもちい，さらに酷酸エチノレで抽出することにより簡
単な微量で行なえる角膜多糖類の分離定量法を考按した口




たが， ECTEOLA column chromatography による分画では第 4 の分画すなわち分子量の大きい kerato­
sulfate，および S 含有量の高い chondroitinsulfa te が有意に減少した。
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論文の審査結果の要旨
角膜機能に重要な役割を演じる多糖類の変化を調べることは重要であるが微量定量が困難であるた
めに人聞の病的状態下での化学的研究はない口そ乙で日常臨床におけるこ，三の問題点をひろい角膜
多糖類についての定量的研究をこころみ， 1) 従来の定量法を改良して，クツレコサミン，ガラクトス
アミンの分離に酵母を用い，さらに酷酢エチノレにて抽出する操作を加える乙とにより簡単に微量で行
なえる分離定量法を確立している。 2 )その方法により角膜移植時えられた人間の掴濁角膜では多糖
類とくにケラト硫酸の減少すること，掴濁原因疾患により多少の差はあるが溜濁度の強いほど，減少
度も強い乙とを認めている。 3 )さらにプレドニソロンを投与した家兎角膜では全体としての多糖類
量に著変はないが，分子量の大きいケラト硫酸， s 含有量の高いコンドロイチン硫酸が減少するとと
を認め，これは調濁角膜における多糖類の分布の前段階とも考えられる多糖類の分布であると推論し
ているなど角膜内多糖類の意義解明に役立つ諸事実を確証している口
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